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COICO巴の比がDO9-DCLSとp,う点と此較すれば余
r)Fiu団では1_rいと考えられる｡
次に後ガス右脚細 に虎'ナる浸姓と坑道容gtとから
井Iilした脚 皇〝ス汲-}づ預化は の発生丑と比較する

T=55股 *の決議が他社ガ スと一様化淡藁I=lJ･る上位

定して投票のZe合成分とCOCO亡O平均Grから計許し
た柵 Kス及び一昭化雌 の発生故を鼓<1=iiBげろ｡

32 < 好盟 Ikg.=DV>発g_忠

榊 漸Li) 二号訳柄 Zg 事1

CO:C()CO:COCOeCOCO=COCO=CO
諸 雪盲-'川.38-0133-I 127.I-27-3
を警官と-b21日52..･41,2 Halo12913
1ft警官と167,01558･̀3-0 ･L2L7.2,13
盤 T<中1,211枚ガス柑汲妖L_Tの岱IC3は1虹IErFこ於け
ち群吸榊弟による仇である0月l促はIJk汀
Ji表r=鈷巣E=}九は技〝ス琵朋 に放ける船と
任LLlに農EJJ>る抜穴とは大体-喜こしている｡ガス才ぼ坑
道t=於ける相では較分配毘することはさLナらhfL卜
の!=一三妄化班兼の発生丑が多くであるのは稚振作の
鮎 ここ,-}さのと考えちTLるC

別称 二は外Em に見られるか ､舛放た究712引用し

て捜KスII跳 !克過の放 任を離 し1=｡然し｣二並の稚

拙輿より.柵 LT_菰gEの伊発に対しては坑内で応用

されるFTの一位はLAijP:の禿Bdd:の加 として後ガス178

2娘坑道(:放て現在の甜 卿 Fで群】托した鮎 王を利用し
はることが明かとfJつ1二｡故にf税 rE租合Tt･岳.チ:三色
の拝灘の経 に対してJJ校ガス右折 坑道は有効[_結果

杏->･えるものと考えらilる｡

V 括 接

各組金放公山用髄 の轍 ii:uス臓 を五山茨-Je:
Kス･SBR!境遇で実托した.
位山l=放ける突放Lb:校の城 中の捷発生成uスのiI

犀は雑 のだ度相当変る.そして初狩u･xの合有丑は

危険fL担蛇になるここが多''-｡

絃uス11縦 坑EBに砂 ナる紺 のthJg主と鉱山桝験の抹

茄とは大伴一致している｡

汚礼 煮沸 の実だl二当り勾々規 正と応漆を下さ

つ′こ各色山の田併各位にL7:く感謝致します｡
乙考丈蚊 t)仁多.潜時,F数,本港13.97,昭27年

()9益)

爆 薬 猛 度 の 実 賢 的 研 究

(町仰 29年 1 J】16日 東和)

桜 井 武 tJJlJ

(El#油EF采億工巷)

節rE簸 固体(iB)内の珊 液の形成E=ついて

l さ老 骨
皐ロが形よさLtることがあることを砧さ).次の轍 の

糸口として..ろ｡

瑞朱によって蛾,'の物体を臨退すると..h その臨空 汐の伝はん迎度は,船 か(_'4-8Clllの雌 ･こ放て

'J,放生'=よって,払窃盗fJr7はかなりに過ることが7億 2瓜 ･･-300〇･.I/SのGlや戻し'朗E･か(=盟の平面鶴 ロ

コれる#.これらの放忠 二及はす洗米の世班の包:二田 速度 TIJlウも大fLる脚 がある｡

する知空は.煩払漁の扱正をTITへさものである｡こ まfこ,q昏Uの族崇の抗韻から,この突放抜粋:=丑
の伯 は.｢脚 と帖 する推拝の地 に鈷-Jついた LJる舌通をETi=望したが,ほほ V‥ニー致し,輸注◆､控

Fl署の阿ヨ｣と要的して雷うことが出言ころか,この良 中のそれエqいまるかに大であっ1こ｡

E}せはずい分校縄である. このlal体中の応力む辿EEのEflJm :J:る新しい河口定法

この離 :i.媒体として鉛をえらんT_tよ舌.似繋!= の轍 i軌王立に T .hTT.(i 095g/cc)について京し

ょって発ii:JT二仏力野は.軒の環性普上I)も遠く.tD J'=が,載初従来の】酪文献を醸 してtr撃に上って発生
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する巳の耳 糟々のあら )々虚弱しておくo

lL 横 波の形成とその伝Efん舶

辞書.こBlt:二,斐大■空 そ三･ナて･荘件がて倖T;

え二三をtl.だ石等:二発生し一二応力琵D,伝.:/Ji.五号
lLm であるが,比脚 萌し.､分野であっ一,左L4:約

1L見地からはあまり和 されて,､TJ.I｡然しは放血の
立租からも.肺 で故郷 J:E麦.ナT=匹件内DeJ'めて

賀力tJEの性質を:まつきり=･･_'ることは必書であるl

こC3J*TJt2DtiFf=.冗｣把 のもとでt,球体〇捨

H.=よって堤を和 一であろうし.ま 二̀回じ技件~放て
ち.それが鰍 ~る野 rJig2によっても左右される｡

王Tニ妨相 として.E繋〃!卓出は,組 化棚 に佼癌
であって,ノ･ンヤーによる旺隼噂とはかなり也をCaに
するけれども.これは一辺の実脚 の省都技に免租q

ナへ..a叩ロであろう｡

その.'=GT,(=ほ.KATTr･如1)10その他の人々によって

行わわ.'=g:f盈臥並び:こE;牲最澄は■Jlrl'IpIA｡の
市棚 訂と共.二有力7=手JlかりLz与えると払われ

る｡そこで.粗 鳩 める択一こ,記件内で升3Iされる

可激 のあるSL々 C:この耗 亡.その蛭文 Ẑふりかえ

って)+ることi鵜 であ る｡

(I) tE件由を仁はんする芹皆だ1=つ･･て

今.LE件の一点にgTCJ'･ZE'えらtt,故2FのZEkが全

くt:の2Eff万民.二一ましてEr.且■ロの応力かit要

の利生即 .二rDつ'=,池 的'_'挺正宏さしかとIJ_'わ

Tlいe:はplazleebLStlCVa､eと与ほれ そのiiJEは

次式で示∈れる0

1..I/叫 1-,)-II.W J (l)
ここ::, '̂ほ件紋の労力事で,pは増反.･･は･*T y

y比である｡この蕪牲古は,来旨的1:払 十分/Jttが
ウキもつ他作内-i:はんする'Jので,托鉢の鋲ZEthに
ともILう謝 エネルギ-と.甜 応力か柑 された形

で成立するものである｡

もしも.休件が岳臭い岸rJ中をEiiんすることi･Bl
定する蛾(.E甘合【二は,当珊 方向C蛋tPJ'.F旭 と'Lり

挟Fy,･一次元釣応力のみは作用せず,この迅民 l'tは

次式と■=り.Eはヤygr弾であるo

r=vJ.I/T (2)

三･･,このとき摂方荘ト の道東 1-I:÷次式で,(;は

Fl廷'E'=ある○
11.･ノ序言~ ･(3)
以上の三つの缶は.≡内芯カi:よるft拙 文のZF乱

が弾性駁PF内で起る時のEはん逆圧を示すものである
A,1.応力が耳性の降伏fqにもNf,畢虻田に対する性

質-_同じ&.二.ロ汝だ(p18SILCtraVC)tJt;且正1'Jで伝

はんする■

r. V'̂ ′ (Jl)

(I)式と(4)式とそ比-爪:三又右折Lさ.dlyy比の
功f_" てもり,'ほ12,'E包えることが･'L1.､か(.衣

ちtこ.11<1-】とおくことHL出貢J'～.,朗かに丘旺法は早

世江よりも任速であることか五解される○

これらのZiの適正を鉄と缶A=ついて抑 しておく｡

較 1 位と分の杜 だたこ.正睦 だ 】)

(a,三."imっkPa)I r一 品 ) -'･ .r4

8:C61-,, 78 0:姐 5950 5CK.032-0 4da,
沿 22011' 114 045 2150 12CO r【泊 2ccO

(2) 雌 Uの形成の可位蛙

以上のtFに.仏力が坪伏LFにあるとき屯性改lrJはあ

きちかL:平石帝位U I'1上り促通であるか,もしもE

qJ中の応力が非常'=芯い封rflをとるならは■巳性eIは

非常:二芯EとILり持.--.TJ逢区は遂!=上土井蛙群の;生皮

･'Z胡 するに薫る.I,㌧ その㌍○講且をE(:n岡しこ

,Jo

zEfEt=と tLう葬性憎 の伝はんにつ'･'ては.ナで!;

Th｡TWiS Vollngに上って欝折さtt(lSW)耳性盃とq
棚 の比珊 旅が駈 された｡弄箆盃Fliこの■合

本式'=与7.rれる｡

'.-Cj (i)

出し.r.:ま四 速犀.l●.は寿吐逆 〇伝は/..述FEで

ある｡Youngは/i'LI,疋安逸琵が上式の域るEZN尻

であるとき,匹性頚が畔 点で発生することろ･指摘し

7=机 それ以上の弘性即 を違えた脚 注について

紘.El=枇 つ1.:車力は払わTlかつ._｡

[1Llと一,ホ二次火やの蜘 :=及んで.枇 取界を
這えfL抑節線 t=対する柄迫坂の故抗の州別は.柑
#捕逸肋の扮 L上.この脚 詔に一つの脚I'托･51え

始めI=｡

ここt=.V uiZBhによって.TF漢に上り吸収壱hl=

事ネル+･-の監査榊 の方法をはる(_袷,巳牲erの

存在/{駅 する有芯が生れた｡即ち'弛 野の伝はん

軸 .tか++Lり(=知られて広り,このPLebから利生玖界

に宏.･･=巳なさhるB;I._pA左折.=もろい弧 t=ついて

は,鼓す.ま先づ政 3)ZEえられ:こ点E=包qtZ:‥ 披講

面以外 主何ら王事JL･ギーの屯訣J=あづかも齢 が宅
く,この様々色白をむJたらす箆罪瓦だが存在すること

は恥 ･である机 更に放映伝を宗えf一指丑E:対して一

つの臨界だ字逸犀が存在すると想見するのIiP7然であ



｢

■̀●

そこで,EArnitll)0は1911年六三.この間ZZ::折す

る桝 の扶桑今井詫し,次で polDtユqELりL=

=つて.この5L虫を7tづける光■が触 され†二.,

一方 G ITJqlorJ)(=上るEtによるワlJr一円

のEZtfだの伝はんが沓せられ.王T=一概 鞍1=よ

る托中の永久盃 に田 し,ユIPll't['telわt和 し

'=;J. これらの暇 を通じ.iEJf;:Belナる庄祐実投

Eこ上って考不の鮎 与え.'=PW Elndgm hの TV

力はt931-)940年の著作J=JAのP).L<ち:=近 く1919年

の礼文が･あるD｡

以上のXfLrmlLllその他の人々に上って行L)ll/こN]

旬の対矧 ま.転長い終車の盃tlIlつr.Lててあっ''二が.

様がより太い坊合についてもより鑑桔fL砧 揮票TL･と
との,)_1=のIiI) S Woodである●)｡

この線分で排にe:くひろがつた鮒 の一次元釣半面

辞の仁王はんが租 的.こ研究壬h.Z2の性交を決定する
のに大iz)T/ことは,D的な'庄桝 であることを所持に

?77してE･り,ここにmm TIridimlLLTlの仕市の井伍が

耕 されて尖る｡そして.その】1■釣設抗力桝 を1

/,tニ17ふ合金につ'..て,正力,Eル･Aの芸Tt!とEはJん

IJErL耶 [:戻し.さらにJ王力が甜 :;丑1_rナ

赦取と.正好中の邑丘変化.王T=.材封の農相

:こPIする榊 :=すたしてE･るが.ここ!=その轍 の

骨7･/Z招介して,83EnT--樹 よりも述1.･庄

払 力だ(Ei丘文彩泣)一････.･･の彰氏の可出生を尺別す

る｡

今.蝦 にGTにだ:がってBiるit体内の拝方蹄の平石

eE,}とL_//-}軌 を考えると,それは見積 二.芸一歩こ元
的て･'.11れほ'Jらない｡廷って.捕吏の正好Vほ常に
nの弘行方向をLTいている帯であr),それをLagr･IllLre

尾田Tで7T-.･せは,池脚 式は次の朋E=℡ける｡

8･'tI I atr- がW
P= t 汁. ●J:

ここにV.は1方向の応力成分で.'り上.は益の1

成分.pは荘文官度,Lは埼riZlである｡

T.-erYbl (I)

は適才のiZiのタイプを京すむので並さの変化をft和の

捌 片の長さで拍つT=ものであるolb)式は.充の

L'まrrnJnがJE長.､拝の串oEをZM するの.こ用.I.'=

tR 冗-であるJ,.,岳兵 洋三-_こi=は,艦 の8r

二

王b _とL_JJ･うjW 土手〝ギーと榔 払力が崇現さtt
ている*)けである｡この場合はその牡'E近CLは+_.､｡

3て.この欝.土次式で与えC,Lt.tiの湿度は一望.二

10

苛性変形.こ盈 ･ても鞭 三至影.二汝 .Tふ塾 E.Cl糸鞍

であること.J.t示される｡

C-(÷告)● (8,

(8)式に上って,鼓の謁俊を鼓弓喜するf=桝二は.慈力

と盃の群保.RPt'...-E.1)掃除を知る必井IJ'･ある｡

この打撲は正純 政.+･こまめることは,58.=乾■であ

るが.着筆'_'S!RBEJLを縫って羊脚 一E東■′-f

(押えはurldgTTL?nの粗 (,Lらl与るここが可官であ
る｡

かくして d-'-E'のBI;妬J)､EZZlの如くはらill._とす
る｡

dレ

斑でEJ,l降伏点'E示し.'J･-Lは柳 城であり.Jこ

て】-2の仏 文彰JCl!或+)t≡き 関々は;王政的一二.
L三とんど2素の細 こノて示され..まは触 n男 二近

い点 1,JJt丙正奴の交F'(,_rつて.･る｡

(8)式の aq.'aE'は.V.-E.摂EZlの何部ji71-;す1L,

郡性駁卵内の較鍬土1-2の使斜よりも大で.塾姓拡l′I

は弛 む適度 1rJより少とlJろここTL･元してい7...～

して,1-2の扱Egが旺恥 ?であることは,少くJJこの仏

力迅国王では.Biの相身.こ対する15カの鶏牙は変化が･

良いことを読しているが.iJLJ庄力の斗大と美に.
a-.加.fJt大と1_Lるここ.ガラ,圧力.ニ=る抑

狭少か起り得るILら:i,F 三軍 二2.-3のb]く.:.'}ろ

官である｡このとき茄J神大ここも;=,それにJt･r-
さ応力は益 大々とtJり.曲鴇の集ま封は迄にはO-1の封

蛭汲界内力反別よりt,大= 酷 Eより右近1.I

性好 ≡,JE)ち1E事Z: i;史Jは_られるit二._･ろて
ろう｡

従ってq撃荘J,t彰文Ir-1苔,A､.i,uqの応力Jニ凝血

I=農･Jろ材判の庄内一● i北松rIJ'.二かかつて3｣r).如



何･'_'る挽文t:於いても甘辛茨が発生し18ると℡ うわけ
でTJく,事951)C･PACkつ)及Uそa)共同者は鉄とぬ

L=つ1､て… そ行いI舟に於''.てほのかに平面的
拙 17Iよりも在韮lf正睦変班 ,即ちだ窄鼓が怨

められるが.鉄!=於'.､ては打撃面に放いてすらIli

りも庇互であって,野撃貢は甜 Lt_-いことを戻しT=

のは注Elすべき微 と言え1う.

さらに,応力eiのM を研究する1:めのta々 の突

放としては,Rltleh且rtlJが提宅で甜 宅fz受けと金

Jtの経 について行った和音で,このような現のEa捲

内のきわめて省力fsiStのt生年を一世明かにすることの

必要を要望しており,牡のとつ1=汲何丁仏力汲樫 のため

の改良ホブサンリン決は,伝はん過度の州凹ととも1=

有用な手放TzJJえでいる｡

ま7こ,圧力パルスの問題のJfならず,そのエネルギ

ーのむ収と.政雄蔽壊軌祭にBgL,軌的な鵬 の

それを静的な場合と比蚊することは丑繋であると思わ

れる｡RDちこrLらの吟味とともに,多くのより秒的lj

突放輸具に注文舌鼓っておく事が必方であろ う10)｡

Ⅲ 規薬が同#[こ与えた応力波頭速度の

佃羊な朔定ま

(り 法事I=上る鼓効 果のrl封相好用

以上のかく,Z=の伝はん追丘は.泣棚 をfJさら

か:=する上I=めわめて正賓である1,'t.この鮒 はPACk

の行つ1=様な取 推 定を必事とせずに.反中どこ51頚
適度を茨める方法の羅良と.その実師についての畏胡

Jを行 ｡

捷葬で起った空中又は永中の正申告[=つl.Tは,か

fIり明かとTJつているか,ESl体内のそれと'.-ると,大

tIね上記の酪文軒に見られる譲に群倉少く,又Rr故方

法も.空文や液体を柁手とLT=場合,'frP.鰍 I.あてはめ

てふても.とLといすることが多Ll｡従って,和才に
対する現象の烏を上りこく薮耕すろことに上r)･Ea体

に対してはそれにふさわしい方ZyJt見出されるべきで
あら.

Ei]ち,謙l酎二つ-ては,一日:二速明で内謁空rNIO)吸
黙･ニaE利であり,色々の光学撒 揃が容易である･JJt,

現象の空包を障存するL:は界雷に不賢定で,それをと

らえろI=は.附 釣{_Irn｣を必窄とし･その,'=Dの

契合方法が必中である｡それ:ニ圧し,いま数々が対TfZ
とする開陳抄買:=は不玉鋼なものIL.･多く.F･ユIPLlgh

専が行つ7二gナスの意鼓失投】))のi&■こ.光学約･二研究

しようeすrLは,その財買に か TLりの冊 を愛LJl易

い｡ま,-_,Xa的方法もあるが複建lJ実政技術4･ELT

とする｡然し.弛 即 をflえ■二カ.二対してほ,兎や

鼓!取払梨を-tIの吋.'J!の化石として魚群することが出

来ることは大きrL耐点である｡

そこで,次に各 特々長ある紬 を示す=Ciの僻 に

つ'(-て.肋 を大まか:=比較や耕してみる｡

現棚 :=存在する岩石用=玉圧兵の内で.誘網{イ

ナーイIと莞カーIヲトとは,各 約々着的fJ:畝ホ効果

の稔性7'(持ってFlるようであり,之を比敬することは

鼓現JafZを考えろ上に有芸と思われる｡

中央にfF･38mm.長さ2Cdmmの鮒 を封じ1こ鉄管

の閃絹から.脈3COgづつを鞍親し,8号Wlすき斗津
投で寅男せしめる｡この分蛙の八億 には.横取技の酸

EF変形の牧石維 LWJらしめる1_b'),10mlrL15台にgJ印
をほどこしておく｡鎖放 伐,払任を搭E=卿 し伯仲の

変化J･{もしらべ.払現変形の様相を府器に脚 すれば

E92の戚▲こtLる｡

国 訂r-l''LL..

巨コ了,'､71't'.4

〔コ諾,･:･･=芸
▽き∴^ ' 'zll日日

- くニト¶■■-ltL.A

tか▲■)1･'l･1 仔●･いり
･J2 NJK的Tl二つのlJZZ;にとa夜qt貸影欺兵

即ち,())は矧 二三って作怨等敬し去つ,._部分,(2)句

1=ほほ珊 TL窮け日の並行している可分,(3)庄抱の

潮位可偲rjm分.(4)中央の将兵TJ:亀裂.E:大別凹茶
ら.円上り朗かIJ蛸 に.gTL;lSイナ･<イHi(l)(2)

(4)の効果+,l斬新であるが.薙カーlr,Hま く3)に

大･'+る勅炎Pz荒す｡

三I_.鼓靖と一口に諾っても,その起つr=舞子:=上

って再現陸t二か.'=りの鼓があり,(2)の宙れ口の発生

.'.･とはESELさのBE合tim ▲=虫じはる/J'･,詑甥 面

のどの瓜から発生するかは,あらか'LC)予さすること
は出采で.tJしろこの詐取 こそ寿尺的なもので,

不均一一一･累一二対する考薪のもと:こ,応手的二二和 すへき
ものと且われる｡黙し.靴 LT二五 に の中には時に

ちぎれてn/Jlものを含まれ,-Jが,それは別として)

とか.丘稔■Lさ,少くとl金熊村ポ 二ついてはかTEq
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の再現性が描待出払 これは考窮を流体力学的 L=,あ
る迎援蛙をもって行い縛る預血と思われる｡但し餌Ⅰ

稚rV に行った如 く,鼓歩前後の全真の藍で求め/3方法

は.畝哉接面の不戎Hll性によって,かなT)の醍匹をま

ぬかれ7glLいであろう｡(4)の粗製の発生lC)は熊取族

件を正しい状rBSミニおくならば,Ejも正 しい柁tBLと形状

を与えるe囲2の轍 は.媒体の同紙から左右対執 こ

政無しT=】分合である1' 一方これを片例からのみ行っ

た域せ もほほ圃堤の冨王政累,'r示す｡この後合に,(i)
の屯裂′こfFl当するli,のは.Hopklnsozl畝蛋であるが,
政和の庄力芸≡巾にむらがなければその比定はかなり良

好,J再現性がある｡ /

即ち,この包袋仏 丈.カiS々 EJlの軟 によって起る

のであるから,もしi'-つの媒体の両面から.同一時

軌 二同一の,･'ルスt,I退行すれば,その抜夕三点は媒体の

中央'二一要すへさである.このy_敏,2･利用TilZ三,諾
体内の缶舶 ま,-2,慌92に.しかも齢 から任意の点

で淡め縛る｡11)

(2) 湖定法の爽古

LAT3の如 く,TB盛言こび雛 ,?姿放し.同点.同鰹芝

の萌控も宅でLL7校すれば,妬-̂ 野 のZE灸爪は媒体の中央
と･+.るが,この革だ茄にF<缶の昏･をっIiておけば.伝
い万0:)罪は他より欄 にLIl発し,応､カむの岱尖包裂は

この矧 UT,包Tの1=め中火からZだけづilて生ずる.即

ち時r!;1を柊に錯節,2･恥 にして泣所の廻るEEl線,'f国元

すれzgtZT3の如く

--2

--≡-~DLl‡A■CLr (L∴田3 JJは;によってB&Lたした応力注過度の溺

定Lt 12 2Z/Tはtan

0EnちABWの呼的退座となる.伺EE)で1'をt2々大にして失敗し

,左からの応力離間と右鰍 の舶 荘園とが,丁妊維持右柁両で班矢LIことす

れば.Zは社長の1/ご即ち,ノ1とF.i.り.2LlIユ'は2
点間tL･あるものが延る1-_蕃LT=時rJJ

Iを決めて除ナ迩'#の巡匹潮位珪Lニー丑する｡BW,P去れ ま,DntlttLChcの偵適正樫 と同一
の手技で,物件の両怨敵 二番LP椀を出し込んでおいて求

める方が荘技的であ,-i)｡Zは岱鼓排 して 求 め るが,中央部の芸空陸変形の1=め

.偶 を受け,キヤyバーで淡めT_風琴をZとすれば,

り主夫の仏より小とIJるから,あらかじめtLJj:に等ru

l桐に郊印をほとしておき,=の規正を行う｡

この圧岳は.E幻2で見 られ る戊に10mm に対し02-2tTlm手玉圧であるQ筒.左右のぼ丑は同一の任逗

てあるへきことから,十分珊 林田に漣する様な.工夫が必要で3)ち.従って.並進はなるへく大盤

であることが望ましく.この裏i

放てLi 3COgx2とLlこ.Ⅳ 童 と して11N.T.(A-0

95g/cc)による妾故飼並びに他の実験値 との比較(1)

T .(T の失政例30メツ'/でE3敬した 1

h'T 3COgを.･12mmの採煎'二つの.ガール綻記

に軌占った筏 ,t3!38mm,長さ2(■なるEi桂の弼矧 二

浪世す る｡班川i好け軌 ま鉛被窄tlタリン細 腰蛇であるHRTねCWti,誠 1.

にまとめておくQ測定の倍蜘性は.イJm定Lを95,0.'としてF

r罪すれば,LZ-Tcn-の測定13(11皿)から

は.lFl助以界 j=80m/Sを縛,6t,m では (

4Ld)士lSOm/S･>打た."が雌誠に近い位をとるほ

どmJl性に乏しくfJ.ることがうかがわれるが.このlBは済

足ナヘき出発とJiu)れる.参考の7=めに,DfultrlChoの爆述部定のft

脚 を佃 7cmの結果 (21四)から治めて}Iると 土50

1n/Sであっ1=.従って,この応力eY過皮僻 法は.悼巡

双書淀よりやや巴轟がフこき'..群位である｡

然し,a

-kru以下では.掩社全体を鼓申し去るから孤迂不法である｡また

1･lC1--以上では通常のずれ時間の L-5倍を以てしても蛸

は発蓋せず,完全に者達となる｡榔 巣を監房すれ仏 具体的

:ニtEZvA'の折衷の有様が分る｡iE現遜度は,10-1
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衣2 TX''rJ= 三もImX抑果
lユ-095gα.3COgx2)

;重機 整 準:善 意 苦言 芸

238 7T̀lXDL43C89 45相 .孤 .iS丘5

9S lt･i′ 3030 4333 仰 0 く皿
･214 163> :卿 4.1コ) 44.0 4410
115 5.DI p 2qCO 一 一 一

不YJ3aX)
195 8,36xiOL12330 4540 13tD 44m +
1

6.
17.
01
14.97.
82

18.28.029b】t■
15.87
03

ll.74.98
lTO699
)63710

]8.97.70

23tX)4二相0
2220 小紙0

2280 1140

2W L'470

22504040
23SO 42.10

2･托0 4240

23W 40CD
三･i50 4540

8車 : :;Xl…ニ:2:)≡

)00 20.0 9.87〉(10~■2030

･20 笹 :竃 ≡

Li3eD J13幻●

4jlO<4.iD●
/I30〕 4370

3!kO瓜●
423O JSt-iO●

4:EO Ji270+
432042群)
4与【Ⅹ)12CO
4370 4410

2017 8･朋 ■ 2150(5170)451D 484O

卒EJ2370

14.i 54XID~●2)(氾 46n JL690 4690

次に･:頓 の旺作.ヒ先ずなことは.舟･分枝を作･-_
巻/E]-･監首謀く先込んでも.中部i･lナ｣の弗呈する
ことがあり･rす のあるものは,そこでだがLuIする
T二の･加 東JJ井軌 二乱ttるものでZ,,乙｡今の1h

実 ¢々技術でふ 長さは･mfで.糖 と長好TJ史杜1t

縛られ,-Jが-a-mて.'i肝々｢ナ｣F'生 じ.25cmで

･こ;F常･ニ不具IJtb･.称 二g '亡血以上の船 は.防
要〇真さOもの,-L糊 して行うこ見1.､｡A)ち,蛇 す
る百･>E土田く帯ZIL.Yy-ス,又は 七 IFインqB
で墜訂する｡このとや,将 荒の内SSlこ空許f,t生する

と,｢すJI.'bろ時と同じく.eEEiを変化させるか(,
監萱が必耳である.E21..て恭ⅣHで榊 づ･る鰍 二,こ
C)蛸 虎の汲妊i帆弘にTJL-JlL･.か L,TiJ河が打莞す

る銭!･1--諒抜苗渦よりb,T9-入時Jjt兄いiRllある｡

七メTイン噂L,球 技止と':二嫌 する1_･EJ代田ILい.

衷2の.Feは･この抜 ･̀-経 て.二休∴J!耗･Iか トて

芸P_し■こうのて●弧 .-,I:iI的.男は見られづ,
文･莞･二e:!'lLu東LT=L何J･Jま芯野面でEle:が定射し

た影≡祭主fXく'良好IJ野の追記を京している｡このn

件 (ねtE7cmJT応だ阜)(=於い ては.芝が妊肘ナれ

ほ,.まEEの圧81m を引L.4起すものでもろ.

(2) 他の柑 者に上る払架とのR:頓

払方'前述の DC･Packの矧 は,発現は明かで

TLい汎 発土451:で.除圧技*ワシ.,Tク,を爪い捷

I ijiか(2CTrLの平場 良として3CEm 話をはて居り.
一▲ 5亡tn附近から昔姐の2100m.事t:1..･ることを示した｡
-● 録t壬の正圧は 7Smmで上る.

そこで T X･T 45gx2(:つ.･T:,孜 の々方法の

･40 雪空 365×.0-5 - 44D 4129 4270. 轍 を斤つT=ところ3C.nの夜光で.血 ._,20)m..め

T ･TIT45g(ユlo95g'n)LD溝合 伍を[9.7cmではtLなつl発生せず発会7.･昔預とrLつて

∴ 二 ･: _ 6::∴ ∴ 工 ニ ∴ 二二 二7- 雪雲 -sxto一･ 一 一 一 一

T :(T l∝せL.i-0髄glに)の益合 と/･'り･45gとICOgのrEm:はか/.'りの琵IJtT.る爪

6.0 15.1 53x10LS2850 ･00 磁 0 4O20

(毘) '■二二件の,Tgとダp-スIClZ放したIiD

a,･拝の l′三.iI恥 Sでbつ:=｡何ら.こ磯 は

38tDm加 住で‥三は注君直轄:こ申し'.､抜拝でもつ,已

〟,こOときQ.菅追二王L-T.,,ろrlに一宏し.l'三よりは

るかに大でもる(在 り.,この先搭こも溝のZE柴は鼓の

失投系列でよりm l.一知見JJlfSられるで与ろう｡定に

組 版 の内で泉 Ju五匹11ことは.a-･aコ⊃以下で.r三.

Cqかに r.より大仁る日動 l存在ナることで,匁内に

7!ける好学Uの形成が空.,aちれたことである｡

13

1∝瞥こⅩX)gでは塩皮の笠.上京で(.い=うでbる.,
F =応力Eの違よにつ.て はこの.三かに RiTtthユrt

乙て群ってごろ｡この方法.まシIン′一状の.=t体勺.こ口

実を芝戎し,様諸せしめ/二とき.ニilる拡カニのir云ZL
らの貫射匹と･圧雪(=茨･)る氏ぜJEとの予診-t弼用L,
Jたらので･出自B:頚と.円鐘状.こはがれf=螺 苛の,I_A

丁角圧を4とナLt:I,飯 石鑑真Dのもと【ーむの遠点
r'lf,

(Zil) K五m･qtlらのTTつ7=扶tuHAqlニ007)～
037SLnである))｡



二
二二
二

二

川

I.

L-n ed.tJ

(,てこ.… 〝 ..小 とTzる佃 S)｡筋 は ('''(局
い,外径7Smm.内圧25rz)zTIの

分枝につ.-て.2jC〇･･一ZZa)mJ5

1三三‡TlrT; のyiを打ている｡この位b･こ

の乾きの矢掛位(=､lJ-て冥当

である｡ そして.以上の三溝

ポ:,58内では青苗!より高過の応

lL■J.･t-
団4 地l恥 ･らりn(琳りilプJ淡泊庇

R7NEHARl.)1日7_書ii

k･ウrtM■At川il, 人中aJbHlAl'
WF負ElhLEbM′▲J

JIrhA^IXYLllTJモ ー¥11'111ヽ
7■r*,L7■ u - (.1.-り,-

力t言の#:左,即ち甘辛Ziの形成を

こらえているここは棚I､8 V 種々の墳萱掛こ

よる実験例図58 Packの方法臥上は主

とLICT X'T につ1-ての頚持 せ仇流しr_も

のであるが.見舞づつ各fEの援望J.=つ''1て湖定してみた技

菜を附記しておく｡これらの宍郡 は.撹(:圧力,IJ･
-スd定丑′こ当り.･｢,U照守な換斗が加えられるでbろう

｡出てめT=価叔駁逆 児は.之を図 1の上に国元すれば茶托によっ
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茨3 各LjB蝿恥=上るIR故例 (.) T XIT (ユ095L･CL･)∝0gづつの難曲例[:

拡 L虫 cT一一 Z 冨IC2 ..1.I,諸 芸 三慧 言 芸霊芝警誓 言≡:盟 :慧 ;諾

yrィナマイで 925.rOTO4X IO~R24204430 仰 限界を与え. I)nuLficheの耶 ま桝 (j=SOm/け)
100 150704′ 223O JId30 よりやや劣るが.71-法の仰班さとともに梢足ナべき輔

Illダイナ1■イ 65 1= 557 , 苫ZX.3520 県を荒した.
I

宗 カ - 1),ト 65 158685･ 231010-5 (5) この方法J>肋 から屯々の庶杜につい'=7ft､

70 22584), 2870356 8m 以下の鰍 では明らかに骨迫 1lJより右近IL野の

へ710;STy35 I- 6- ･ 2.405555 祐 すること,恥 dC班の郡 細 机 ｡(ふ) その瑛泣比と.讃椎軸果からこの究輸鈷件L

努 イナ,イ曾】00 25397., 26Q,5530 放ける著述媚 たし1こ｡それは2100m/Sで,ほとんど

日25219102xlOL52ト泊 8375 rlに-要しT_｡

玖
B
:
(伯仲
-1

托
)
崇

机

収{イブでイT15 1858.71.10-6
ト
* 12.5 1586,71 ′

t=Tイナマイ100 日2379.ト

lOS 180801 p

ダ付 ,イ曾H" ,35556,i

110 L58727∫
'filT'67 10･｡ 172｡26 I

TA蒜 ,25 .3日 93.

21207910

m 8150

2WeD25
2240Sem
24304740

217OJH80

27507750

(AO%A) T25 13日 93' 2W 4930
へ歳.品Tソ 80 183740, 21806890

(T) 東郷 を.他の棚 兼の接無と比較し.そ

れらとのFimニ大盤か見EJLねことを元LIこ｡

(8) さらE=,卿 として.安正の嬢光に つitて

ポー7t-丘置号と脚 坑の即を比較し11｡各艶は兼と

Li)安当Jな,払紫を77.'す｡
耶盤に応せられた田中-三省L:盛夏射し,文.I‡也溢

塀を以て束研究を相帯ヨれろ材田仲士.故ぴ㍑,Ff施

して放く東大更EE教授i:珊 するB
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架Ⅳ報 嘩 矧 こよっ て固体 内に発 生 した衝 撃 波 形測 竜法

l 挿 官

先に,牲繁の姓発に1って.貞8位内1=発生しf_応力

eiは,法己正圧く[=於●､J=.主要箆安よりも退く,正字だ

が影成されること,+Z明らかにしたが.hhの過度の71fL

らず.glや汝の鞍形をしらぺることは,鮎 の地価吟
艶上玉粟's川田である｡
この胡冠淡としては,庄Tq泉的方法も考えられるが,
少 くも十方気取机上のけ紫の臣経 をgZ･けて例え74る

iy.,.敷力TL庄t宗片の見当らぬ現在.1ご集媒体の,逢
わの故々招r･離 して求めるのま,一法である｡この方

藍の-つとして.史近 RzlleもaTLの鞭骨があり.これ

を田みたのか大判である｡

潤定例は,lqと休作を-:=する T .TJT(1095

g/cc)について行い,村に机 上の甘瓜を述べる.

後記の{レ?ト迎妊汲柑 そのものには,色々なカ故が

考えられるであろう｡

n 衝撃波形壬崇める RLNE7LuiT

の方法【け

この一一辻の研究に佐用する兎.=ついて:.僻 eiか

既発ほ れることはTIJlらかであるから.以1庄桁怒力匹

を価紫野と淋しでi也tE｡

R氏が行つI二方法は.HopklnSOn主よと似てlるが

本質的:=はむ形dl操 (応力欄 )内の甚助丑を突き

的に決定することである｡

ここに.Tiil■ニ材料から成る2つの和博 ･),17が,あ

る断頭 IVILで痴 Z･hているとしよi(ZZrり この

蛸 軌 よ,引渋りには軌 ･が,正樹矧 ま形JZ･変えるこ

となく遠退せしめるものとiるOいま,上輔首班がAを
適って右に巡行しているとIJLれIi,浬は1[＼面を何ら
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の多事無し[:速効してBl:入り.その自由頚方で圧射
してyl力むと変じ.もと'=引きかえす｡この時,Bの

煉=･が群長大の lr:上り大きけnt三,圧 L々芯がユrJ面

に宍功しT=とき,Bは古内の色を散見を以て右!=とび

出すであろつ｡このBの保有する運地 は.iEの応力
一時ri"曲扱内の全面節である.

1ミ〟1■●l



qほ次式であらわ引1.る｡
q-pocF (2)

L且し,lqは脚 本の出初の埼皮でbる｡従って.RT旗的

(:決めるものは,C及びt,である｡Cは担円で-5王と
考え,また.その府班/J淡b')方fl.邪1軌 二,-7;し1:が,

I州RilとTJ.'るのはt･である｡

ここに.LL(1苛 の^t,7り の飛ぶ述笈がrE:噂

しいと考え ろlつの讃朴tJ打繋がある.EEち,｢Rの佼

帥2 'JS翁托牡川和する適地

7E食める｣と述-T二が,こtpLはBの追放｡を決め,(2)式

右功の紋からV,-_,耳出し,そn争d-EEgE=

軌 ､T=とき,その面故 qxJが野の汲 丑となる食味である｡畑 の手控

は次の嬢になる｡改2の如く,一速1:倭雅を坂LT=

輔旅の他用酔 二,ELd定材料で作つJ_AI, ･/ll(Petlct

)をはりつける｡Fglで,ぬ枝は 11=,〈VゾIは

JLI=当る.この叩.依諮双は,採件の筑染力Lこ足して1分到'･もので

ある郡と.空路の祐 LI_'いが必啓であるE,̂ 1,11トは,Oシ･-10mtrLの琶々の伊岩

のものろ･卿語し,之を同一題での主唱体にはりつけl';樵 ,

悔2m_)熊促してJ鳩 し.何らかの力法で･一音別

定ナる｡この挑nなくりか点し, 淡めTー過度 tJやぺレノH夢 さの2倍'こ対してEl盛ればD33のお王になる｡(必ず

しも,^L,･JHFさを2IH

I:してIl成る･Rmはないが,拭いて軒の作Irl時間を淡め

るのは促E,)ところで.この宍mu'lVJ′-rさ′は,あく

までもJtt/I/HF岩の平均迎庶であるかr,,そのまま

で班 形は淡めらTLなJ-Q伺えは.J･:の厚さで.Itx)1=r三′

は Jや-I,:の平均逆で為って.Ir LJ問の通産lz-かえ

るものではffいBE3]ち,JrLl糊に京ナ-き適正は.(,.exr='

LLりrJ.一回3 べL/･Jl出城V′と

TJ;I王叫父】作批卯tdから.図3のXTIEJg

ifnI､て考えるへLさである｡従って,一錠に次表こL=上

って淡さつる-さである｡r{Ll-fJl_JJ,
I_Itr-1｢ :~r-rl~■JllA1
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捲38mmの先任,'E新井の長三日=脚 し,西を研きし

て平らZ:仕上.Jる｡

(3) - vlH:輔
筆書洞は,恥 .･て′lT=持菜.Y9-又がBtも

見好である｡こふ 又.i生穴の存在しない脚 す

る｡

(4) は氾 び榔 正

所狩出のは茄i･ポーJL･政府又は鉄町に裟gtL,〈L,

ヮト付さぬ蛙をそえて,鉄81の船 上け窄む上(=ai･世
する｡この頬骨の第枚では,牡策はT･y'T(Lt)95g,cc)
3ロ福.広丘!二.まBぢ℡甘Lf使用し/こ｡王,'=.^L, 1
g.:軒 1校的ケもうL̀.溝A三け等容内::萄2的L=rt

く.P:州 の馬X.i50-T加 とLT=｡■O蝕 か

ち,十分正道十 シVが仕えろ｡

Jt7コ.雌 丑='史蛙,'･空中.二組 に為して行つ,'こけ干.

恭 l掠的と.三と/.2'何時:二筋2的が切れ.AI,,Iの

gE失政.こ.星文中を伝:三んして宗1=甜 :=よって妨2
的が点じ1=ことrz蔚LT=ので,E52のJIfL'･i2匹を作り,

外瓢からの影■を折旅しTこ｡この苓器Iim を記く砂

地につの,耶2帆はql託さに茶払しない軌二TELく｡
甜的は屈の悌【こし,爪 1的の矧 ま糸t-ユーズ l太.

郡 1的E=はこLLろ2-錐 上り合わせて仙 ･T=｡恭2約
はこの他に色 の々形うl二束さき1よう｡

この鰍 二法2.,tLt二流2訳 =.釣棚 鰍 爪に於

いて. {V 斉rJ道民5k-:T3g にffA,外箱か

{ノの影書は全く紬 三LJ:事を示し''こ｡t1-1の切

断時間のLlらLL.^レナトの匝退廷かち欄 .=TこちIJ

I｡王Jた,AV.ヽ C白由.ぎーご速まの純正も行うが.

連JEの大き!_'肘 で 稔̀ と叩田 :'}ら+L.･｡

IT べt,･ゾト洩AEの状 と譲*初の等味

授榊巧亡丈,JT_.ま拷雌 の撫!=,^VヶIの運

r)A('dL荘花娠ナる方法rFらZL.泉も鹿正IL初退かはら
れるが.ここに行う方i生.i,二的間の平城 腔を述y)
ること:=･'Lろので.迂 空D撤 を縦 【軌こついて

LT,へてお くここ･)上平で､,ち.

実地 仔 三̀.TYTgL一碓 装gl,鎚 長さ8m ,

ぺt･ IFl:･t.9巾m,m 匹 h Ttlである｡碑 E=

浦 和1_,峨 ナる.'こ.)に,契Zi中臣筏朋 いてAT=｡

非舶 :i鼓 ta_如くであ,-I.

t J′イソし生)とは.^t,ブIの兼題正枝に免除し

''=もの,(モ)と:ま28政温乾は技のさ.のである｡ 14q¶
では頓15cmの小さIL切見上り懲22を鍵用し. 20･･-30

tlmでは2OcTttのものセG!つf=｡ 川ぐm でも故弊行つ1_

〟,2的の防抑十分でたく,成功しf=のは l発のみで

破 t へレ1トD池井はl=rKIすさ炎B

的rRl相律(en) 丘丘(Itt8) 拝有れ

li1 4も0 クー9-A

2)6 鵜 8 七Jrイン(生)

286 4もO T9-久

2ZL7 4L12 タ'ゥース

685 454 七Jlイン(免)

685 148 モくい(1.)
680 仏 T yy-ス
695 4JLS T7-I

TO.3 447 TI-ス

71.0 Jl】 Tワース
+715 372 七J'{ィ./(ei)

6&6 157 ･tJ'(イン(陀)

卒や 15_3

あっT=.,コロー38こ爪.ニ8㌢=もやや不十分.?息が1つf=

〟,こilは2約を工夫すれ.土石【I/Lt上う｡ d}･-70cm

では全く良好である｡故E:本格のRE榔 中̂L,▼Iの
指が小三く,厚さの称 ･Ja舟l:は.世の中さいは見.i

けTt.任用し1､のでオツシUyク-/の坪井は+分良好な

状態とは心わiliE.Av･Jトh'柑 10度U20rmll群の

失政世については次報[=HI:FP血に離 することを述

-ておく｡
牲って.巨桝 E=放ける枇 伊に乏しく,j5Xに1

る有地 の故買は出来'}いが,群より見るi=,大きTL
aEZEは小 ､嶺である｡この棚 位を全缶上と占)で付C]

限界i･東上)るi=,L一弘ガのもとに±2711.1であっ/二.
荘蒲だE=ついては,ここで恥 1こもののrL記.二は珪J,～
慕.･斗である｡然し,七メ′イy(乾):ニ矢いてItf.'り
悦 の一一･抗が出T=が,これは tメ′イyの即 や.二且

つT=空席のあと思わLl,る｡こItらの珊 補で2t2の39

朗Kクス較をは()つけ.そのgi化,i･較較するl=.七1

〆イン11柁鰍 こ従って用凪から製腿が拡斤する和奴が

悶 見々られJ二が.弼 袖としては.このitな変化が無

いTy-六等が良いと且 I｡

この2E粛記の存在が班 をざ化=せるか否か∴つい

て.≡-J;.次の荘tJ.一輪 を行ってふ.'二｡r:̀ノ.丑年
を2分し.封 詞で.まり つけT_Iuのと,ESちぎるしの

袈 2 従鈴かこ放ける操府内のlI在と-レ
1十遭瓜実Lt('J;よ拙作託tにFI)

日･e･Ej
Jll■■'L Jllth･ `l言n-I

ilL言T, J15S バ B .5'



(:ついて'.'
Lレヮト逆圧を比蚊してみ1.｡
糊剤のあるものは,一陣Dbのと変{/小･J/.,元

のJIEtliE::=集計詞のfLいものは降逆で.軒GでZi影J)
だIEf''･丘る事を示して
屠る｡
命
.tやこ史=る田河瓦
JZの択erl=於いても,缶を252し,I_吟.旦tf')状℡
C}鮒/J'･J'hll.琵
環玉里=変化f,-JJ.･つ'.
ことLz

･ヨいなそう｡

rT.1.T.(=ついての妻gE例
(tや珪兵=,-vlト乍こ.
茨こil17'文化さ
せT=時.･町
脚
a
Ⅳと同一のl排トで行って見._｢
適の租托竹光3

の通りでもろ
｡

讃3TI(T
.
(go9Sgcc)に上る'-朋Z相乗

G7に点きべL,ト正確.?(mm)

a(cm

)1
0
2
029

-

′
-
-1
･-･･･′
､-
1

-

1
･
{

%

朝

日

朝
r:7

日

丸

山

弧

49

m

a;
軒

別

2-

9

カ

ー

之セ(3)式に従って,這
空とAL'=FF:･の2倍のEZ)

に示せJIE54とfLる｡
この昔々の下せ用いて行う■瓜実附何を決に示

す
.

4-･ktn.̂レナ
革さJ'･=0.5TDロ,
拝正信〇一IO
znTn.ニ
R.'て.r=-lL占e=コSをt
rこ｡
缶だ守JE～-ll.4

gICCrt琵;丸正は■兼こ盈いて亡-3CCOTDIr_/
柑■こ.
伍

て(21式から正ちI:.

q-114
叫kgm】)I3tmL'rzl<eC)xl叫m一缶198

(TnSCt:eJ

:･
]

i

Z

一

l

iSr.

7.
L_Lt-..･

阿ヰ べレクトLlコと逆臣の出師

IS･81xIOI(kgjrzl=)-5.eJ-xIOYkg.QTIう

まT:.e;FZlが I･-2p-0.5x2tTnTn)を呈迅するに事す

る時間 Iは.

I-O.∞l(Tn)/3EXX)(れSeC)-0.33P.S･EC,

とT_Jろ｡これをq-IE;.二毘云すれば1･この軽だ万Ef
が正円からtT.ITnのrLL!のZ:の某比 とT_-る｡この&i=

して波の/二雷群がEgTsである.

そこで.このEE卓缶のefF.71罰を占領 こして.二.三の
考熊を行って.次の果敢のさ考とするQ

(I) 輸定速度のt-7-(:つ ･て

この米食では.前述の紗 こ,一L,クI過度が1に申

しいと仮態してある｡そこで全く兵つたカ淡で斤つr_

突放指炎と比べる不は正賓な意味がある.このL(につ

いて ＼＼･llはm A 1̂】ellく=)が ｢銅の中のCE穀むによ

って起つT_自由面の珊 ｣と屈して,異托ある米鵬

具を茨強している｡失ヨり.ほ5Sを以てmH-を凌fL.

錦珪自由種石の蓮如をS"e叩JE'gimagecA'T)erLlで
Fは!LJ'=ものであ る1lrとして王O-]20mSCCfiす

え.これはJ{氏や空 の々実許可のオー′-と-一気して

屠る.
(2) だの批 二つ.･て

aE事まふ T:T,非常.こ切D立つ二年玉を京すがL.ロ

珂拡カのは につれT,･'L''_'らか'_-脚 と/.って行く

ことが分る｡取引ま,ぎ恥 力(〇一033J'S･ee)も'畏暮

と共に3Eltする妊･-1･･示し'=Lvqで王るJ/I,之をは汲こ
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日刊
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了

が
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｡
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.･J
.i
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Al一._～
[= コ 芸.1..................一Uiiii¶

二 二∴
pLJO-I

AJ.I

JJ 1 4Eas T:ヾT.(.'0.95)によろめ托内の帯下注形31 qi

の1fTは艮Jt.ニー丑

するiAである｡この点

はモーこ券V忠で辻へる

チ費である●JI川Chart.i.(2)

式のM I=当I-/:.誉

棚 を全金PL典鴨でf

fつJ二が こLCi淀h成立するか苔二L.=i

って,多少実姫の常と

九ることが考 Lちitる｡tS

L,C4)mFN> '1110TICJにつt､ての,

W.書の河紙 幣は,
理bE-.表すと.孜 の々

鈴の棚 より下.こPす

るが,金紗 二分蚊Blでゐr).T .T(で(JO95)

より商い洋書圧を示しているのlま当然であ,-}

又.巨目すへき事.i

脈 は,同一でIJl'>てJ,Et体の丈i=上って,

甜 由杜の比tと影がJLる

JEltある.こ11は,定ま.
三珠し.'=IタJL･<-

の吸tlが,材tlTの最重要形と何らかLT)TFI騒

があることをヰ京する

もの'Tあろう.即ち'

内5の甘撃だ影 (応力

:･ -∴ 了 ご言 -'､

る王TルギーU'､qmとは

かなり社長訳'JFE:戻が

i.ると且L)lt.このFW すTti三,lー Z)万Lr.EE仕で,J=Eニ凹D形で推 し, 点の株 主Gl鼓の考まに当り,まL'

LりZJ!!･'作3丘で0-1加 1児.二g豊 丘･,'存在する｡12ヒml=氏
■､てほか Z)る｡TJりbE琵するが.eJ'5.(Ⅸ)電

圧を示している｡侶し.次萌でった3)る荘:I,jaj)RRZia力.三郎XX)泉広でヽ

り. (3) 地 力 Jの托琵l ナ完 誓喜芸霊 芝芸だ言霊 ;I:≡.;Llf淋 圧力 て慧 誓 ;'8芸 芸慧
三言二号芸芸;I;芸孟去l の桁 が可盛とT.rるが.古いneCkt,の汁升Vは削 ､ . ばEE)54'だ影と鯛 の畑 米粒.ニ

上って決定出#.｣ 二 子 BllE)klt〉-1lJ,BOZl又は木は7E田氏31 る｡先1=,同一東経 件で ローll

CT.tのとき.一和郎F
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Blも 没玖圧11の滅itPやさ Z-3mll.fzldている｡けllとも,詩こ稚骨では

･.-ItCTnの古形は求めてTJhから.l4-1ccm
Z-2.6Tnmの卓を托用する｡4-Ih では肌 rLい

｡月】tJ,恭 】報のJ!衣のb]く.a-10Lm の匠影
で l-2Z,C'-I73F'.紙 に史 ナ

るti内応力 d･'JTJ'_,I.e2恥力q+から崇拝
l.1!!.(.-(137-0156)xlOL B

xIOZkg,eTnミせける｡こhlまJlの機 力 2xl仇

dcTn亡の約40倍1:相当する｡Ⅵ.監 事舌

筋l冊のq宇野の鼓捌 定位[:臥 .て,缶内の葡文花政の双樫 とJ&カの井LLIに

蛸し.主t:ItLr)e加trtの行つ1こ方法を如介して.'r･TC

T と鰍 こついて行った米桝Ẑ7T:L

T=｡この珊館を投花すれば次の如くである｡(

り R氏の改良Aブキyyソ法を柑介し(_ ｡先ず.媒帆 こ同質材料

の小さ1L̂ VJトrzはりつけ1輔 かr,ih斤して楽r=gJ宇野の反!ナiE!カpI.tつて飛:ま されろ逗度を東iIL,之 ẑ

F頚から^レっト洋三の2賢の鐙XEまでの缶内

の也文通度Dと見る｡尻二押 通真C.及び鉄柵 まJl

を】乗r),正方■は三者JT,欧こして井をする｡こまか̂V7H=作用した時間 1
.AL'1tFlさの2倍ẑCで辞して求め

る.かくして.4-A匹を壱liは,その相 が古の証 丘とILる｡(2) この突放では.

^L,ナト吉l.二抗 lは的'L.+tl=,適当籍たi

=妨2荻的fzDlいて,屯盛オタン.I:ニよってCを淡め1

=｡̂ L,ヮト逆洗の推 性をLLl/-'_Jl,]4-7CkmnJ11!二は大なる誠鼓

は澄めらl'LTLい.1桝 .二.J･1'プトの銀将矧 =ついても吟味し.グリー

ス1.t艮好f_-ことを知つ1二｡(3) T_T(T(JO95g/α)Scag,ポー

ル摂Ldl#灯下で一速の雑 を行い,脚 から柾々の棚 に放ける班
里




